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堀
越
　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

大
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
の
自
然
観
察
園
は
、
市

内
で
も
希
少
な
谷
津
田
を
保
全

す
る
場
で
あ
る
。
緑
地
を
守
り

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
自

然
観
察
園
の
利
用
状
況
と
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
針
で
管
理
保

全
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

自
然
観
察
園
の
今
後
の
管
理
保
全
は

自
然
環
境
と
景
観
を
残
し
て
い
く

大町レクリエーションゾーン

答
　

自
然
観
察
園
で
は
、
野
鳥

の
観
察
や
自
然
散
策
な
ど
の
利

用
も
増
え
、
小
学
生
の
体
験
学

習
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
保

全
の
要
素
と
し
て
は
、
谷
津
田

や
斜
面
林
だ
け
で
な
く
、
水
源

で
あ
る
湧
き
水
や
梨
畑
等
の
保

全
も
重
要
で
あ
る
。
開
設
当
初

の
谷
津
の
自
然
環
境
と
景
観
を

残
す
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、

保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

地
下
駐
輪
場
管
理
業
務
委
託

は
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
低

入
札
で
の
受
託
と
な
っ
た
。
予

定
価
格
の
64
％
で
落
札
し
た
受

託
者
は
、
管
理
従
事
者
を
そ
れ

ま
で
の
半
分
程
度
ま
で
減
ら
す

計
画
で
あ
っ
た
。
従
事
者
の
安

全
確
保
の
た
め
に
も
、
業
務
委

託
仕
様
書
に
従
事
者
の
人
数
を

明
記
で
き
な
い
か
。

従
業
員
数
を
仕
様
書
に
明
記
で
き
な
い
か

仕
様
書
へ
の
記
載
を
関
係
部
署
と
協
議

駐輪場管理委託

答
　

当
該
管
理
業
務
委
託
は
請

負
契
約
の
た
め
、
仕
様
書
に
は

業
務
内
容
、
業
務
量
等
を
記
載

し
、
受
託
者
は
仕
様
書
に
沿
っ

て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な

る
。
今
後
は
、
施
設
の
安
全
性

の
確
保
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
、
労
働
環
境
等
に
配

慮
し
、
業
務
委
託
仕
様
書
に
そ

の
内
容
を
記
述
す
る
等
の
方
向

で
、
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

中
山
幸
紀
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

市
北
東
部
ま
ち
づ
く
り
の
懸

案
事
項
で
も
あ
る
大
柏
出
張
所

と
併
設
す
る
大
野
公
民
館
の
移

転
計
画
を
、
幾
度
と
な
く
質
問

し
て
き
た
。
公
民
館
が
狭
く
利

便
性
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
北
消

防
署
大
野
出
張
所
周
辺
に
大
柏

出
張
所
と
消
防
施
設
の
合
同
庁

舎
建
設
計
画
が
示
さ
れ
、
３
年

が
経
過
し
た
が
進
展
し
て
い
な

進
展
し
な
い
移
転
計
画 

今
後
の
考
え
方
は

地
元
の
意
見
を
聞
き
検
討
す
る

大柏出張所と大野公民館

い
。
今
後
の
移
転
計
画
の
考
え

方
と
対
応
策
を
問
う
。

答
　

消
防
施
設
と
の
一
体
型
施

設
を
検
討
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

消
防
署
の
新
設
を
先
行
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
22
年
度
に
着
工

予
定
で
あ
る
。
移
転
に
つ
い
て

は
、
検
討
事
項
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
、
基
本
的
方
向
に

つ
い
て
地
元
自
治
会
や
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
検
討
す
る
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

以
前
、
老
人
い
こ
い
の
家
の

施
設
利
用
者
は
、
大
変
若
々
し

く
元
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
老

人
」
と
い
う
名
称
は
そ
ぐ
わ
な

い
。
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

と
な
る
名
称
に
変
更
す
べ
き
と

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
登
録

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
愛

称
を
募
集
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
２
月
に
オ
ー

愛
称
の
募
集 

ど
う
取
り
組
ん
だ
か

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
に
決
定 

看
板
に
付
す

老人いこいの家

プ
ン
し
た
北
方
老
人
い
こ
い
の

家
の
看
板
は
、
相
変
わ
ら
ず
「
老

人
」
と
表
示
さ
れ
、
失
望
し
た
。

そ
の
後
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答
　

13
施
設
の
利
用
者
に
愛
称

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
と
決
定
し

た
。
平
成
22
年
度
は
、
愛
称
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
共
に
、
早
い
時

期
に
愛
称
を
付
し
た
看
板
に
か

け
替
え
て
い
き
た
い
。

大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

大
町
市
営
住
宅
は
、
他
の
地

域
と
比
べ
て
入
居
者
の
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

自
治
会
等
の
運
営
も
厳
し
く

な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
地
域

で
は
、
生
き
る
力
や
活
力
、
自

信
を
取
り
戻
す
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
市
の
考
え

を
問
う
。

生
き
る
力
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
を

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
た
支
え
合
い
で

高齢化が進む市営住宅

答
　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
入

居
者
の
相
談
に
対
し
、
職
員
が

訪
問
し
た
り
、
関
係
課
に
連
絡

す
る
な
ど
連
携
し
て
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
市

営
住
宅
内
で
開
始
さ
れ
た
サ
ロ

ン
活
動
に
よ
り
、
近
隣
住
民
を

含
め
た
地
域
の
つ
な
が
り
が
強

ま
り
、
様
々
な
支
え
合
い
に
つ

な
が
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

石
原
美
佐
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

18
歳
以
上
の
肢
体
不
自
由
者

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
モ
デ
ル
事
業

を
、
平
成
20
年
11
月
か
ら
大
洲

防
災
公
園
に
隣
接
す
る
救
急
診

療
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
行
っ
て
き
た
。
22
年
４
月

か
ら
本
格
的
に
事
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
今

後
の
事
業
内
容
を
問
う
。

平
成
22 
年
４
月
開
始 

事
業
内
容
は

新
た
に
巡
回
、居
宅
訪
問
訓
練
を
実
施

肢体不自由者リハビリ訓練事業

答
　

こ
れ
ま
で
は
、
理
学
療
法
士

と
作
業
療
法
士
が
、
救
急
診
療
・

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
実
施

し
て
き
た
。
22
年
度
は
、
リ
ハ

ビ
リ
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
等
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
の

拠
点
来
所
型
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

に
加
え
、
障
害
者
施
設
を
巡
回

す
る
訓
練
、
居
宅
訪
問
訓
練
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

坂
下
し
げ
き
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

Ｊ
Ｒ
本
八
幡
駅
周
辺
等
で
視

覚
障
が
い
者
の
人
と
同
じ
条
件

で
の
歩
行
体
験
を
し
た
が
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
で
誘
導
さ
れ
る
歩

道
は
、
極
端
に
狭
い
所
が
多
く
、

狭
い
歩
道
を
電
柱
が
遮
る
な
ど
、

歩
行
を
一
層
困
難
に
し
て
い
る
。

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
な
る

よ
う
改
善
で
き
な
い
の
か
。

答
　

Ｊ
Ｒ
本
八
幡
駅
周
辺
道
路

誘
導
歩
道
の
改
善
を

損
傷
個
所
も
含
め
早
急
に
対
応

点字ブロック

は
、
特
定
経
路
と
位
置
付
け
、
平

成
13
年
度
よ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
時
点
で
未
整
備
の
地
区
は
今

後
も
整
備
を
進
め
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
が
途
切
れ
て
い
る
個
所
に
つ

い
て
は
、
同
駅
北
口
広
場
の
歩

道
部
な
ど
、
駅
周
辺
の
特
定
経

路
を
中
心
に
確
認
作
業
を
行
い
、

損
傷
個
所
も
含
め
早
急
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

個
人
情
報
等
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
図
る
た
め
、
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
ご
み
が
、
市
役
所
や

学
校
等
で
増
加
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ご
み
を

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
生

す
る
装
置
も
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
本
市
へ
導
入
す
れ
ば
、
環

境
問
題
や
エ
コ
意
識
の
啓
発
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
再
生
装
置
導
入
は

ご
み
資
源
化
の
効
果
的
な
手
法
等
を
研
究

シュレッダーごみの再利用

答
　

再
生
装
置
は
、
群
馬
県
桐

生
市
役
所
の
庁
舎
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
市
民
に
見
え
る
所
で

リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
、
啓
発

の
効
果
は
高
い
と
考
え
る
。
市

内
で
も
千
葉
商
科
大
学
な
ど
で

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ら

の
情
報
を
収
集
し
、
ご
み
の
資

源
化
の
効
果
的
な
手
法
等
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
北
方
（
北
方
老
人
い
こ
い
の
家
）

（７）

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

今
後
、
建
て
替
え
需
要
や
大

規
模
修
繕
の
必
要
性
が
発
生
し
、

財
政
負
担
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
今
後
の
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
は
、
従
来
の
延
長
線

上
で
は
な
い
発
想
が
必
要
で
あ

る
。
イ
ン
フ
ラ
会
計
の
整
備
の

た
め
、
複
式
簿
記
・
発
生
主
義

を
導
入
し
た
行
財
政
改
革
の
継

続
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

公
会
計
整
備
の
目
的
は
、

財
務
状
況
の
公
表
に
よ
る
透
明

性
の
向
上
、
負
債
の
適
切
な
管

理
や
遊
休
資
産
の
把
握
に
よ
る

資
産
の
有
効
活
用
の
推
進
、
負

債
比
率
や
世
代
間
負
担
比
率
の

活
用
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
ベ
ー
ス

で
の
改
善
促
進
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

利
用
し
て
事
務
事
業
の
改
善
、

改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

公共施設等の財産管理
複式簿記・発生主義を導入すべき

資産の有効活用の推進等を図る

施 設

福 祉清 掃


